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問 題 

バーンアウト 

ヒユーマンサービスの需要が急増した1970年代中 

期以降から近年にかけて，バーンアウトは多くの研 

究の対象となっている。バーンアウトとは極度の身 

体疲労と感情の枯渇を示す症候群で，情緒的消耗感， 

脱人格化，個人的達成感の後退という3つの下位概 

念によって定義されている（Maslach, 1976)。情緒的 

消耗感は仕事を通じて情緒が出し尽くされ消耗して 

いる状態，脱人格化はクライエントに対する無情で 

非人間的な対応をしている状態，個人的達成感の後 

退は対人援助職の職務に関わる有能感や達成感が低 

下した状態である（久保，1998; Maslach & Jackson, 

1982)。バーンアウトを生じさせる要因の1つに感 

情労働がある。感情労働ではその人の自然な感情を 

隠し，理想的な感情を演じ表面化させることが求め 

られる。感情労働を提唱したllochschild (1983 石 

川・室伏訳，2000）は，感情労働の例として飛行機 

の客室乗務員が不‘向決な乗客に対応するときでも笑 

顔を絶やさず優しい態度で接することが求められる 

ことを挙げている。このような内的な感情と表出さ 

れる感情の不一致は感情の不協和と呼ばれ，感情労 

働の下位因子である（荻野他，2004)。この感情の不 

協和はバーンアウトの主要因であり，感情の不協和 

は情緒的消耗感および脱人格化と有意な正の関連が 

示されている（Heuven & Bakker, 2003)。そしてこ 

の感情の不協和を促進させるのが感情同定困難，つ 

まりアレキシサイミアであるとされる（関谷・湯 

川，2006)。そこで本研究ではアレキシサイミアが 

バーンアウトに及ぼす影響に着目する。感情の不協 

和の理論およびアレキシサイミアが心身症の概念で 

あることから，アレキシサイミア傾向の人は感情同 

定の困難により，その内的葛藤に対処することが難 

しくバーンアウトになりうるのではないかと考えら 

れ，それについて検討する。加えて近年バーンアウ 

トの抑制要因として注目されているセルフ・コン 

パッションの観点からもバーンアウト過程を検討す 

る。アレキシサイミアは感情同定が困難である一方 

で，セルフ・コンパッションは感情同定を適応的に 

促進させると考えられている 的e比 2003)。よって， 

セルフ・コンパッションは感情の不協和といった内 

的葛藤に適応的な対処を促し，バーンアウトを抑制 

させると予測される。 

バーンアウトの促進要因としてのアレキシサイミア 

アレキシサイミアとは，(1）感情同定困難，(2）感 

情伝達困難，(3）空想力に乏しい，(4）自己の内面よ 

り外的な事実へ関心が向かうといった特性を指す 
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(Taylor, 1984)。近年ではアレキシサイミアは（1）感 

情同定困難，(2）感情伝達困難，(3）外的志向の3 因子 

構造（Ba帥yet aL, 1994）または（1淋感・感情の認識 

言語化不全，(2）空想・内省不全の2因子構造（後藤 

他，1999）であると考えられている。本研究で注目 

する夢の研究においては，先行研究において2因子 

構造が用いられていたため（後藤・小玉，2000)，本 

研究でも2因子構造を採択する。「体感・感情の認識 

言語化不全」とは自己の体感や感情を認識し，言語 

化する能力の困難であり，「空想・内省不全」とは自 

己の感情を内省的に分析し，空想や想像を行う能力 

の困難である（後藤他，1999)。 

アレキシサイミア傾向の人は感情を同定・伝達す 

ることが困難であるため，感情の葛藤などが身体症 

状として表れやすいとされている。そのため研究の 

初期段階ではアレキシサイミアは心身症患者の特性 

とされていたが，近年では心身症に限定はされてい 

ない。アレキシサイミア傾向が高い者は感情処理に 

おける不快感情の喚起の程度が低いことも示唆され 

ている（馬場他，2003)。このアレキシサイミアの 

特徴が感情の不協和を促進する可能性が考えられる。 

またアレキシサイミア傾向はバーンアウトと直接的 

な正の関連も示されており（雨宮・坂入，2015)，ア 

レキシサイミアはバーンアウトの促進要因の1つで 

あると言えるだろう。 

バーンアウトの抑制要因としてのセルフ・コンパッ 

ション 

アレキシサイミアが感情同定に抑制的に働く一方 

で感情同定に促進的に働く特性にセルフ・コンパッ 

ションがある。セルフ・コンパッションとは困難な 

状況において，自己の苦痛をありのままに受け入れ， 

その苦痛を緩和し，幸せになりたいと望む，自己と 

の関わり方である（Ne氏2009)。困難を経験してい 

る自己の内的経験へのマインドフルネスといった注 

意の向け方，自分への優しさという自己に向けられ 

た情緒的反応，自他の内的経験の共通点を意識する 

共通の人間性といった認知的な理解の仕方の3つの 

次元から構成されている（Ne比2016)。またこれら 

の次元は自分への優しさ対自己批判，共通の人間性 

対孤立，マインドフルネス対過度の一致とそれぞれ 

対立する2つの下位概念から構成される（Ne氏2009, 

2016)。 Neff (2009, 2016）によれば，自分への優し 

さとは自己の苦しみを癒やし，改善したいという思 

いを持ちつつ，自己に温かく向き合う傾向のことで 

ある。対して，自己を厳しく批判したり判断したり 

する傾向が自己批判である。共通の人間性とは全て 

の人間が不完全であることを認識し，自己の困難は 

人類共通の経験であるといった包括的な視点で自己 

の経験を捉える傾向のことである。対して，自己の 

欠点や困難は他者が経験しうることから逸脱してお 

り自分だけが苦しんでいると捉える，他者から切り 

離されたような感覚が孤立である。マインドフルネ 

スとは自己の内的経験にあるがままの注意を向けて， 

たとえネガティプなものであったとしてもそれを認 

め，受容的に捉えることである。対して，自己のネ 

ガティプな内的経験に巻き込まれ，ネガティプな考 

えや感情を反芻したり固執したりする傾向が過度の 

一致である。セルフ・コンパッションの高い人は心 

の中で自己の経験のバランスを保てるためネガティ 

プ感情が過度に高まらないとされる 的e比 2009) 

一方この特性の低い人は困難な出来事に過度に囚わ 

れ悪影響を受け続け過剰にネガティプ感情が高ま 

るとされる（Ne比2009)。つまりセルフ・コンパッ 

ションには感情同定が極端に偏らないようにバラン 

スを保つ働きがあると考えられる。 

セルフ・コンパッションもバーンアウトとの関連 

が報告されている。水野他（2021）が若手の理学療 

法士を対象に質問紙調査を行ったところ，セルフ・ 

コンパッションの高い人は情緒的消耗感と脱人格化 

が低く，個人的達成感が高かった。またバーンアウ 

ト傾向と関連がある職務ストレッサーとセルフ・コ 

ンパッションには有意な負の相関があった。今北他 

(2018）は介護職を対象に調査を実施し，セルフ・ 

コンパッションの高い人は適応的なコーピングを用 

いやすく，バーンアウトが低かった。以上より，セ 

ルフ・コンパッションはバーンアウトの抑制要因で 

あると示唆される。しかしながらセルフ・コンパッ 

ションがどのようにしてバーンアウトの低減をもた 

らすかについての検討は未だ不十分であると指摘さ 

れている（Barnard & Curry, 201D。そこで本研究で 

セルフ・コンパッションの側面からも感情同定が 

バーンアウトにどのように影響を及ぼすかを検討す 

る。 

バーンアウトにおける夢の関連 

本研究では，感情同定に関する特性とバーンアウ 

ト間に潜在する媒介変数として夢への態度に注目 

する。夢への態度とは夢の取り扱い方のことである 

（児玉，2000)。夢は感情を伴う内的世界の象徴であ 

る。臨床領域においても夢は重視されており，クラ 

イエントの自己理解およびカウンセラーのクライエ 
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（Taylor，1984)。近年ではアレキシサイミアは⑴感
情同定困難，⑵感情伝達困難，⑶外的志向の 3因子
構造（Bagby et al., 1994）または⑴体感・感情の認識
言語化不全，⑵空想・内省不全の 2因子構造（後藤
他，1999）であると考えられている。本研究で注目
する夢の研究においては，先行研究において 2因子
構造が用いられていたため（後藤・小玉，2000)，本
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アレキシサイミア傾向の人は感情を同定・伝達す
ることが困難であるため，感情の葛藤などが身体症
状として表れやすいとされている。そのため研究の
初期段階ではアレキシサイミアは心身症患者の特性
とされていたが，近年では心身症に限定はされてい
ない。アレキシサイミア傾向が高い者は感情処理に
おける不快感情の喚起の程度が低いことも示唆され
ている（馬場他，2003)。このアレキシサイミアの
特徴が感情の不協和を促進する可能性が考えられる。
またアレキシサイミア傾向はバーンアウトと直接的
な正の関連も示されており（雨宮・坂入，2015)，ア
レキシサイミアはバーンアウトの促進要因の 1つで
あると言えるだろう。

バーンアウトの抑制要因としてのセルフ・コンパッ
ション
アレキシサイミアが感情同定に抑制的に働く一方
で感情同定に促進的に働く特性にセルフ・コンパッ
ションがある。セルフ・コンパッションとは困難な
状況において，自己の苦痛をありのままに受け入れ，
その苦痛を緩和し，幸せになりたいと望む，自己と
の関わり方である（Neff, 2009)。困難を経験してい
る自己の内的経験へのマインドフルネスといった注
意の向け方，自分への優しさという自己に向けられ
た情緒的反応，自他の内的経験の共通点を意識する
共通の人間性といった認知的な理解の仕方の3つの
次元から構成されている（Neff, 2016)。またこれら
の次元は自分への優しさ対自己批判，共通の人間性
対孤立，マインドフルネス対過度の一致とそれぞれ
対立する 2つの下位概念から構成される（Neff, 2009，
2016)。Neff（2009，2016）によれば，自分への優し
さとは自己の苦しみを癒やし，改善したいという思
いを持ちつつ，自己に温かく向き合う傾向のことで
ある。対して，自己を厳しく批判したり判断したり

する傾向が自己批判である。共通の人間性とは全て
の人間が不完全であることを認識し，自己の困難は
人類共通の経験であるといった包括的な視点で自己
の経験を捉える傾向のことである。対して，自己の
欠点や困難は他者が経験しうることから逸脱してお
り自分だけが苦しんでいると捉える，他者から切り
離されたような感覚が孤立である。マインドフルネ
スとは自己の内的経験にあるがままの注意を向けて，
たとえネガティブなものであったとしてもそれを認
め，受容的に捉えることである。対して，自己のネ
ガティブな内的経験に巻き込まれ，ネガティブな考
えや感情を反芻したり固執したりする傾向が過度の
一致である。セルフ・コンパッションの高い人は心
の中で自己の経験のバランスを保てるためネガティ
ブ感情が過度に高まらないとされる（Neff，2009)。
一方この特性の低い人は困難な出来事に過度に囚わ
れ悪影響を受け続け過剰にネガティブ感情が高ま
るとされる（Neff, 2009)。つまりセルフ・コンパッ
ションには感情同定が極端に偏らないようにバラン
スを保つ働きがあると考えられる。
セルフ・コンパッションもバーンアウトとの関連
が報告されている。水野他（2021）が若手の理学療
法士を対象に質問紙調査を行ったところ，セルフ・
コンパッションの高い人は情緒的消耗感と脱人格化
が低く，個人的達成感が高かった。またバーンアウ
ト傾向と関連がある職務ストレッサーとセルフ・コ
ンパッションには有意な負の相関があった。今北他
（2018）は介護職を対象に調査を実施し，セルフ・
コンパッションの高い人は適応的なコーピングを用
いやすく，バーンアウトが低かった。以上より，セ
ルフ・コンパッションはバーンアウトの抑制要因で
あると示唆される。しかしながらセルフ・コンパッ
ションがどのようにしてバーンアウトの低減をもた
らすかについての検討は未だ不十分であると指摘さ
れている（Barnard & Curry, 2011)。そこで本研究で
セルフ・コンパッションの側面からも感情同定が
バーンアウトにどのように影響を及ぼすかを検討す
る。
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本研究では，感情同定に関する特性とバーンアウ
ト間に潜在する媒介変数として夢への態度に注目
する。夢への態度とは夢の取り扱い方のことである
（児玉，2000)。夢は感情を伴う内的世界の象徴であ
る。臨床領域においても夢は重視されており，クラ
イエントの自己理解およびカウンセラーのクライエ
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ント理解の題材として用いられている（名島，1999)。 

また夢を用いる方が治療への抵抗感が低まることも 

示唆されており（池田他，2016;鑪，1976)，夢につ 

いて検討することには意義があると考えられる。そ 

こで本研究では，感情体験に対する取り扱い方とし 

て夢への態度を測定し，それが感情同定に関する個 

人的特性からどのような影響を受け，そしてバーン 

アウト傾向にどのような影響を及ぼすかを検討する。 

日本で主に用いられる尺度が児玉（2000）の夢への 

態度尺度である。この尺度は「夢の意義と有効利 

用」「夢の価値」「夢から受ける影響」の3 因子で構 

成されている（児玉，2000)。夢の意義と有効利用と 

は，夢が自分や他者を理解すること，作品を創造す 

ることに役立つと思う傾向である。夢の価値は，夢 

を重要視する傾向を示す。夢から受ける影響とは， 

夢が覚醒時に影響を及ぼす傾向である。私達は毎晩 

夢を見ているが，夢想起頻度を尋ねると週に1・2 

回と回答する人が最も多く（岡田，2000；鈴木・松田， 

2012)，夢を憶えている割合は低い。しかしながらこ 

の尺度は覚醒時の傾向を問う尺度であるため，夢を 

憶えていない人の個人差も比較的測定しやすいと考 

えられる。 

また本研究で取り扱う夢は悪夢に特化する。本研 

究の目的は長期的なストレス反応であるバーンアウ 

トの生起過程を検討することである。久保（1998) 

によると，バーンアウトにはストレス経験への対処 

が関連している。具体的には，個人要因や環境要因 

がストレス経験に影響し，ストレス反応が引き起こ 

される，そしてその背景に対処行動が関与している 

と考えられている（久保，1998)。対処行動にはネガ 

ティプな捉え方の改善や気分の発散など感情体験の 

取り扱い方が含まれる。本研究では，恐怖を伴うと 

される悪夢といったネガティプな感情体験の取り扱 

い方をストレス経験への対処傾向とし，それがバーン 

アウトに及ぼす影響に，セルフ・コンパッションや 

アレキシサイミアといった個人要因がどのように関 

連するかを検討する。 

アレキシサイミアと悪夢には関連があるとされて 

いる。アレキシサイミアの下位因子である空想・内 

省不全傾向が高いと夢見体験および夢見中の各種感 

覚・感情体験の頻度が少なく，夢の内容に関する記 

述の文字数が少ない（後藤・小玉，2000)。また体 

感・感情の認識言語化不全の傾向が高いと，聴覚・ 

色彩を伴う夢見体験や悪夢の頻度が多い。一方でセ 

ルフ・コンパッションと悪夢の関連の検討は見受け 

られなかった。セルフ・コンパッションは覚醒時の 

情動に関連する特性である。セルフ・コンパッショ 

ンはネガティプ感情と負の関連があり，ポジティプ 

感情とは正の関連がある（Zessin et a!., 2015)。これ 

らの覚醒時の情動は夢見のものと関連すると考えら 

れる。 3週間の覚醒時と夢の中の感情を記録し検討 

した結果，覚醒時の感情体験と夢見における感情体 

験はポジティプ感情ならびにネガティプ感情のどち 

らとも相関があった（Gilchrist et a!., 2007)。以上よ 

り覚醒時の感情に関与するセルフ・コンパッション 

が夢見の感情にも直接的または覚醒時の感情を介し 

て間接的に関与する可能性が考えられる。またセル 

フ・コンパッションの高い人は自己の内的状態に過 

剰に反応せず，あるがままに捉えることがきること 

から（Ne比 2009)，悪夢を見とたしても過剰に反 

応せず，悪夢から受ける影響は少ないと予測される。 

以上より，セルフ・コンパッションと悪夢には関連 

があることが考えられるため，本研究でその関連に 

ついて検討する。 

最後に悪夢への態度とセルフ・コンパッション， 

アレキシサイミアおよびバーンアウトの関連につい 

て論ずる。セルフ・コンパッションには自己の苦痛 

をありのままに受け入れる，自己の苦しみを改善し 

たいという願望の経験を伴った思いやりや理解を促 

進する，ネガティプな考えや感情の反芻や固執を抑 

制するといった傾向特徴がある（Ne比2016)。夢へ 

の態度の下位尺度である「夢の価値」は「自分の見 

た夢（本研究では悪夢）をもっとよく理解したい」 

などが項目にあり，ネガティプな事象への過剰な同 

一化の傾向が見受けられる。以上より，セルフ・コ 

ンパッションが高いと「夢の意義と有効利用」が高 

く，「夢の価値」および「夢から受ける影響」が低 

いことが予測される。対して，アレキシサイミアに 

は自己の感情の認識，内省的な分析および空想や想 

像を行う能力が乏しく，感情といった内的な葛藤が 

身体症状といった外的な表現で示される傾向がある 

（後藤他，1999)。このことからアレキシサイミアが 

高いと「夢の意義と有効利用」および「夢の価値」 

が低く，「夢から受ける影響」が高いと予測される。 

バーンアウトを抑制する要因の1つにレジリエンス 

があり（Mealer et a!., 2012)，そのレジリエンスの下 

位概念の1つに自分の考えや気持ちなどに対する自 

己理解がある（平野，2010)。このことから感情を伴 

う内的体験である悪夢の自己理解傾向である「夢の 

意義と有効利用」がバーンアウトを抑制する可能性 

が考えられる。悪夢への過剰な同一化傾向が見られ 

る「夢の価値」および悪夢の覚醒時への影響を示す 
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ント理解の題材として用いられている（名島，1999)。
また夢を用いる方が治療への抵抗感が低まることも
示唆されており（池田他，2016; 鑪，1976)，夢につ
いて検討することには意義があると考えられる。そ
こで本研究では，感情体験に対する取り扱い方とし
て夢への態度を測定し，それが感情同定に関する個
人的特性からどのような影響を受け，そしてバーン
アウト傾向にどのような影響を及ぼすかを検討する。
日本で主に用いられる尺度が児玉（2000）の夢への
態度尺度である。この尺度は「夢の意義と有効利
用」｢夢の価値」｢夢から受ける影響」の 3因子で構
成されている（児玉, 2000)。夢の意義と有効利用と
は，夢が自分や他者を理解すること，作品を創造す
ることに役立つと思う傾向である。夢の価値は，夢
を重要視する傾向を示す。夢から受ける影響とは，
夢が覚醒時に影響を及ぼす傾向である。私達は毎晩
夢を見ているが，夢想起頻度を尋ねると週に 1・ 2

回と回答する人が最も多く（岡田，2000; 鈴木・松田，
2012)，夢を憶えている割合は低い。しかしながらこ
の尺度は覚醒時の傾向を問う尺度であるため，夢を
憶えていない人の個人差も比較的測定しやすいと考
えられる。
また本研究で取り扱う夢は悪夢に特化する。本研
究の目的は長期的なストレス反応であるバーンアウ
トの生起過程を検討することである。久保（1998）
によると，バーンアウトにはストレス経験への対処
が関連している。具体的には，個人要因や環境要因
がストレス経験に影響し，ストレス反応が引き起こ
される，そしてその背景に対処行動が関与している
と考えられている（久保，1998)。対処行動にはネガ
ティブな捉え方の改善や気分の発散など感情体験の
取り扱い方が含まれる。本研究では，恐怖を伴うと
される悪夢といったネガティブな感情体験の取り扱
い方をストレス経験への対処傾向とし, それがバーン
アウトに及ぼす影響に，セルフ・コンパッションや
アレキシサイミアといった個人要因がどのように関
連するかを検討する。
アレキシサイミアと悪夢には関連があるとされて
いる。アレキシサイミアの下位因子である空想・内
省不全傾向が高いと夢見体験および夢見中の各種感
覚・感情体験の頻度が少なく，夢の内容に関する記
述の文字数が少ない（後藤・小玉，2000)。また体
感・感情の認識言語化不全の傾向が高いと，聴覚・
色彩を伴う夢見体験や悪夢の頻度が多い。一方でセ
ルフ・コンパッションと悪夢の関連の検討は見受け
られなかった。セルフ・コンパッションは覚醒時の

情動に関連する特性である。セルフ・コンパッショ
ンはネガティブ感情と負の関連があり，ポジティブ
感情とは正の関連がある（Zessin et al., 2015)。これ
らの覚醒時の情動は夢見のものと関連すると考えら
れる。 3週間の覚醒時と夢の中の感情を記録し検討
した結果，覚醒時の感情体験と夢見における感情体
験はポジティブ感情ならびにネガティブ感情のどち
らとも相関があった（Gilchrist et al., 2007)。以上よ
り覚醒時の感情に関与するセルフ・コンパッション
が夢見の感情にも直接的または覚醒時の感情を介し
て間接的に関与する可能性が考えられる。またセル
フ・コンパッションの高い人は自己の内的状態に過
剰に反応せず，あるがままに捉えることがきること
から（Neff，2009)，悪夢を見とたしても過剰に反
応せず，悪夢から受ける影響は少ないと予測される。
以上より，セルフ・コンパッションと悪夢には関連
があることが考えられるため，本研究でその関連に
ついて検討する。
最後に悪夢への態度とセルフ・コンパッション，
アレキシサイミアおよびバーンアウトの関連につい
て論ずる。セルフ・コンパッションには自己の苦痛
をありのままに受け入れる，自己の苦しみを改善し
たいという願望の経験を伴った思いやりや理解を促
進する，ネガティブな考えや感情の反芻や固執を抑
制するといった傾向特徴がある（Neff, 2016)。夢へ
の態度の下位尺度である「夢の価値」は「自分の見
た夢（本研究では悪夢）をもっとよく理解したい」
などが項目にあり，ネガティブな事象への過剰な同
一化の傾向が見受けられる。以上より，セルフ・コ
ンパッションが高いと「夢の意義と有効利用」が高
く，｢夢の価値」および「夢から受ける影響」が低
いことが予測される。対して，アレキシサイミアに
は自己の感情の認識，内省的な分析および空想や想
像を行う能力が乏しく，感情といった内的な葛藤が
身体症状といった外的な表現で示される傾向がある
（後藤他，1999)。このことからアレキシサイミアが
高いと「夢の意義と有効利用」および「夢の価値」
が低く，｢夢から受ける影響」が高いと予測される。
バーンアウトを抑制する要因の 1つにレジリエンス
があり（Mealer et al.，2012)，そのレジリエンスの下
位概念の 1つに自分の考えや気持ちなどに対する自
己理解がある（平野，2010)。このことから感情を伴
う内的体験である悪夢の自己理解傾向である「夢の
意義と有効利用」がバーンアウトを抑制する可能性
が考えられる。悪夢への過剰な同一化傾向が見られ
る「夢の価値」および悪夢の覚醒時への影響を示す
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「夢から受ける影響」は悪夢によるネガティプ感情 

を反芻させ，ストレス反応を促進させる可能性が考 

えられる。以上より，「夢の意義と有効利用」はバー 

ンアウトを抑制し，「夢の価値」および「夢から受け 

る影響」はバーンアウトを促進させると予測される。 

以上の予測をFigure lにまとめる。 

本研究の目的 

本研究では感情同定に関わる特性がバーンアウト 

に及ぼす影響，そしてその媒介変数として悪夢への 

態度に着目して検討する。感情同定に関わる特性と 

してアレキシサイミアとセルフ・コンパッションに 

注目する。久保（1998）のバーンアウト因果の理論 

より，説明変数をセルフ・コンパッションとアレキ 

シサイミア，媒介変数を悪夢への態度，目的変数を 

バーンアウトとする。アレキシサイミアの下位因子 

の「体感・感情の認識語化不全」の高群が，低群よ 

りも，悪夢体験が多く（後藤・小玉，2000)，久保 

(1998）よりストレス経験がバーンアウトに影響す 

セルフ・コンパッション 

アレキシサイミア 

・体感・感情の認識言語化不全 

・空想‘内省不全 

 , 
、~ーー一 

ぐ、、こご一ーーー－一一一昇～ 

ることから，夢への態度尺度の対象は悪い夢に限定 

する。また教育課程におけるバーンアウトがその後 

の離職率に影響することから，本調査の対象者を大 

学生とする（Rudman & Gustarsson, 2012)~ 

本研究の目的は以下の2点である。1つ目は感情 

同定が悪夢の取り扱い方やバーンアウトにどのよう 

に影響するかを検討することである。2つ目は感情 

の不協和によるバーンアウトの予防への寄与をする 

ことである。また本研究の仮説は以下の2点である。 

仮説1：セルフ・コンパッション傾向が「夢の意 

義と有効利用」を促進，「夢の価値」「夢から受ける 

影響」を抑制し，それらを介してバーンアウト傾向 

を抑制させるだろう。 

仮説2：アレキシサイミア傾向が「夢の意義と有 

効利用」を抑制し，「夢から受ける影響」を促進させ， 

それらを介してバーンアウト傾向を促進させるだろ 

う。ただし，アレキシサイミア傾向の空想・内省不 

全は，「夢の価値」を抑制し，それを介してバーンア 

ウト傾向を抑制する可能性もあるだろう。 

夢の意義と有効利用、 

ー一一一ーーーー一一一一ーーーー一一一ーーーー-」ソ、、 

夢の価値 

夢から受ける影響 

Figure l バーンアウト生起仮説モデル 

注）実線は予想される正の関連，点線は予想される負の関連を示す。 

方 法 

調査対象者 

2022年の8月，関西圏の大学生196人を対象に，質 

問紙調査を行った。本研究ではバーンアウト，つま 

り職務上のストレス反応の生起過程について検討 

を行った。そのため対象者に職務経験があることが 

求められるため，最近6 ケ月間にアルバイト経験が 

あった者を対象とした。そのため有効回答は157人で 

あった。また有効回答者の性別は男性61人，女性94 

人，その他2人であった（平均年齢は19.45歳，SD = 

1.39)。有効回答者の最近6 ケ月間の1週間のアルバ 

イト日数は3 ---4 日， 1日のアルバイト平均勤務時 

間は4時間以上6時間未満が最も多かった。 

, 

バーンアウト 

・情緒的消耗感 

・脱人格化 

・個人的達成感の後退 

手続き 

調査はGoogle フォームを用いてWeb上で行った。 

調査対象者の募集は，ラーニング・マネジメント・ 

システム上でGoogle フォームのURLを掲載する形式 

で行った。倫理的配慮においては，研究の目的や方 

法，調査者の所属と氏名，研究協力は任意であるこ 

と，回答の有無による不利益がないこと，プライバ 

シー保護を遵守することを記載し，同意した場合の 

み回答するように求め，同意チェックボタンを設け 

た。そして回答を持って上記の内容に同意したもの 

として判断した。加えて加点処理希望者には学籍番 

号のみ担当教員へ伝達するため，担当教員が調査対 

象者の回答内容を知ることができないと説明し，上 

記の倫理的配慮と同様の過程を踏み，同意を得たと 

判断した。 
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「夢から受ける影響」は悪夢によるネガティブ感情
を反芻させ，ストレス反応を促進させる可能性が考
えられる。以上より，｢夢の意義と有効利用」はバー
ンアウトを抑制し，｢夢の価値」および「夢から受け
る影響」はバーンアウトを促進させると予測される。
以上の予測をFigure 1にまとめる。

本研究の目的
本研究では感情同定に関わる特性がバーンアウト
に及ぼす影響，そしてその媒介変数として悪夢への
態度に着目して検討する。感情同定に関わる特性と
してアレキシサイミアとセルフ・コンパッションに
注目する。久保（1998）のバーンアウト因果の理論
より，説明変数をセルフ・コンパッションとアレキ
シサイミア，媒介変数を悪夢への態度，目的変数を
バーンアウトとする。アレキシサイミアの下位因子
の「体感・感情の認識語化不全」の高群が，低群よ
りも，悪夢体験が多く（後藤・小玉，2000)，久保
（1998）よりストレス経験がバーンアウトに影響す

ることから，夢への態度尺度の対象は悪い夢に限定
する。また教育課程におけるバーンアウトがその後
の離職率に影響することから，本調査の対象者を大
学生とする（Rudman & Gustarsson, 2012)。
本研究の目的は以下の 2点である。 1つ目は感情
同定が悪夢の取り扱い方やバーンアウトにどのよう
に影響するかを検討することである。 2つ目は感情
の不協和によるバーンアウトの予防への寄与をする
ことである。また本研究の仮説は以下の 2点である。
仮説 1：セルフ・コンパッション傾向が「夢の意
義と有効利用」を促進，｢夢の価値」｢夢から受ける
影響」を抑制し，それらを介してバーンアウト傾向
を抑制させるだろう。
仮説 2：アレキシサイミア傾向が「夢の意義と有
効利用」を抑制し，｢夢から受ける影響」を促進させ，
それらを介してバーンアウト傾向を促進させるだろ
う。ただし，アレキシサイミア傾向の空想・内省不
全は，｢夢の価値」を抑制し，それを介してバーンア
ウト傾向を抑制する可能性もあるだろう。

方　　　法

調査対象者
2022年の 8月，関西圏の大学生196人を対象に，質
問紙調査を行った。本研究ではバーンアウト，つま
り職務上のストレス反応の生起過程について検討
を行った。そのため対象者に職務経験があることが
求められるため，最近 6ヶ月間にアルバイト経験が
あった者を対象とした。そのため有効回答は157人で
あった。また有効回答者の性別は男性61人，女性94

人，その他 2人であった（平均年齢は19.45歳，SD＝
1.39)。有効回答者の最近 6ヶ月間の 1週間のアルバ
イト日数は 3～ 4日， 1日のアルバイト平均勤務時
間は 4時間以上 6時間未満が最も多かった。

手続き
調査はGoogleフォームを用いてWeb上で行った。
調査対象者の募集は，ラーニング・マネジメント・
システム上でGoogleフォームのURLを掲載する形式
で行った。倫理的配慮においては，研究の目的や方
法，調査者の所属と氏名，研究協力は任意であるこ
と，回答の有無による不利益がないこと，プライバ
シー保護を遵守することを記載し，同意した場合の
み回答するように求め，同意チェックボタンを設け
た。そして回答を持って上記の内容に同意したもの
として判断した。加えて加点処理希望者には学籍番
号のみ担当教員へ伝達するため，担当教員が調査対
象者の回答内容を知ることができないと説明し，上
記の倫理的配慮と同様の過程を踏み，同意を得たと
判断した。

Figure 1　バーンアウト生起仮説モデル
注）実線は予想される正の関連，点線は予想される負の関連を示す。
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調査内容及びアンケートフォームの構成 

デモグラフィック項目 まず，年齢，性別，最近 

6 ケ月間のアルバイトの週平均の勤務日数および勤 

務時間について回答を求めた。週平均の勤務日数は 

三保（2013）のアルバイト頻度を参照し，「あなた 

は最近6 ケ月位のあいだにアルバイトを1週間平均 

何日していたのかを回答してください。」と尋ね， 

①毎日，(2）週5 -6 回，(3）週3 -4 回，(4）週1 --2 

回，(5）たまにやる程度，(6）アルバイトをしていな 

いの6件法で測定した。週平均の勤務時間は栗原 

(2017）のアルバイト時間を参照し，「あなたは最 

近6ケ月位のあいだにアルバイトを1日に平均何 

時間していたのかを回答してください。」と尋ね， 

(1)2時間未満，(2)2時間以上4時間未満，(3)4時間 

以上6時間未満，(4)6時間以上8時間未満，(5)8時 

間以上の5件法で測定した。勤務日数と勤務時間の 

項目をバーンアウト尺度に合わせて，三保（2013) 

と栗原（2017）の教示文に 「最近6 ケ月位のあいだ 

に」を付け加えて測定した。また，加点処理希望者 

は上記に加えて，学籍番号と講義名の回答を求めた。 

バーンアウト 久保（2007）の日本版バーンアウト 

尺度を使用した。この尺度は全17項目で，「情緒的消 

耗感」「脱人格化」「個人的達成感の後退」の3 因子 

モデルであった。個人的達成感の後退の得点は逆転 

処理をした。また因子ごとに項目得点をまとめ，そ 

の平均値を算出し，それぞれを情緒的消耗感，脱人 

格化，個人的達成感の後退とした。項目例は情緒的 

消耗感が「仕事のために心にゆとりがなくなったと 

感じることがある。」，脱人格化が「こまごまと気 

配りすることが面倒に感じることがある。」，個人 

的達成感が「仕事を終えて，今日は気持ちのよい日 

だったと思うことがある。」であった。項目文を最 

近6ケ月位の間でどの程度経験したかで尋ねた。調 

査対象者には（1）ない，(2）まれにある，(3）時々ある， 

(4）しばしばある，(5）いつもあるの5件法で回答を求 

めた。 

アレキシサイミア 後藤他（1999）のGotow Alexithymia 

Questionnaire を使用した。この尺度は全16項目で， 

体感・感情の認識言語化不全と空想・内省不全の2 

因子から構成される。因子ごとに項目得点をまとめ， 

その平均値を算出し，それぞれを体感・感情の認識 

言語化不全と空想・内省不全とした。項目例は体 

感・感情の認識言語化不全が「自分の気持ちがいま 

どうなのかわからなくてとまどうことが多い。」，空 

想・内省不全が「あるできごとがなぜ起こったのか 

をわざわざ考えようとは思わない。」であった。項 

目文がどの程度あてはまるのかを尋ねた。調査対象 

者には（1）まったくあてはならない，(2）あてはまらな 

い，(3）あまりあてはまらない，(4）どちらともいえな 

い，(5）すこしあてはまる，(6）あてはまる，(7）まった 

くあてはまるの7件法で回答を求めた。 

セルフ・コンパッション 有光他（2016）のセル 

フ・コンパッション尺度日本語版の12項目短縮版を 

使用した。この尺度は全12項目であった。有光他 

(2016）に基づいて，自己批判，孤独感，過剰同一 

化の項目を逆転処理した。この逆転処理項目得点と 

その他の項目得点の平均をセルフ・コンパッション 

尺度得点とした。項目例は「苦労を経験していると 

き，必要とする程度に自分自身をいたわり，やさし 

くする。」であった。項目文の場面についてどの程 

度の頻度でそうするか尋ねた。調査対象者には（1）ほ 

とんど全くそうしない，(2）あまりそうしない，(3）ど 

ちらともいえない，(4）少しそうする，(5）ほとんどい 

つもそうするの5件法で回答を求めた。 

悪夢への態度 児玉（2000）の夢への態度尺度を使 

用した。この尺度は全18項目，「夢の意義と有効利 

用」「夢の価値」「夢から受ける影響」の3 因子モデ 

ルであった。因子ごとに項目得点をまとめ，それぞ 

れの平均値を夢の意義と有効利用，夢の価値そして 

夢から受ける影響とした。また全項目得点の平均を 

夢への態度尺度得点とした。鶴田・黒木（2018）を 

参照し，「悪い夢に対するあなたの態度について回答 

してください。」と教示した。項目例は夢の意義と 

有効利用が「夢を理解することにより，その人の生 

活をより良くすることができると思う」，夢の価値が 

「夢はとても大切なものだと思う」，夢から受ける 

影響が「見た夢が仕事や勉強に影響する」であった。 

調査対象者には（1）全くあてはまらない，(2）あまりあ 

てはまらない，(3）どちらとも言えない，(4）ややあて 

はまる，(5）非常にあてはまるの5件法で回答を求め 

た。 

結 果 

使用尺度の信頼性係数 

信頼性係数（a係数）は，セルフ・コンパッショ 

ン（a = .85)，体感・感情の認識言語化不全（a 

= .68)，夢の意義と有効利用（a = .71)，夢の価値 

(a =.85)，夢から受ける影響（a = .74)，情緒的消 

耗感（a = .77)，脱人格化（a = .83)，個人的達成 

感の後退（a = .80）においておおむね妥当な水準で 

あった。一方，空想・内省不全（a = .23）は信頼性 
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調査内容及びアンケートフォームの構成
デモグラフィック項目　まず，年齢，性別，最近
6ヶ月間のアルバイトの週平均の勤務日数および勤
務時間について回答を求めた。週平均の勤務日数は
三保（2013）のアルバイト頻度を参照し，｢あなた
は最近 6ヶ月位のあいだにアルバイトを 1週間平均
何日していたのかを回答してください。」と尋ね，
⑴毎日，⑵週 5～ 6回，⑶週 3～ 4回，⑷週 1～ 2

回，⑸たまにやる程度，⑹アルバイトをしていな
いの 6件法で測定した。週平均の勤務時間は栗原
（2017）のアルバイト時間を参照し，｢あなたは最
近 6ヶ月位のあいだにアルバイトを 1日に平均何
時間していたのかを回答してください。」と尋ね，
⑴ 2時間未満，⑵ 2時間以上 4時間未満，⑶ 4時間
以上 6時間未満，⑷ 6時間以上 8時間未満，⑸ 8時
間以上の 5件法で測定した。勤務日数と勤務時間の
項目をバーンアウト尺度に合わせて，三保（2013）
と栗原（2017）の教示文に「最近 6ヶ月位のあいだ
に」を付け加えて測定した。また，加点処理希望者
は上記に加えて，学籍番号と講義名の回答を求めた。
バーンアウト　久保（2007）の日本版バーンアウト
尺度を使用した。この尺度は全17項目で，｢情緒的消
耗感」｢脱人格化」｢個人的達成感の後退」の 3因子
モデルであった。個人的達成感の後退の得点は逆転
処理をした。また因子ごとに項目得点をまとめ，そ
の平均値を算出し，それぞれを情緒的消耗感，脱人
格化，個人的達成感の後退とした。項目例は情緒的
消耗感が「仕事のために心にゆとりがなくなったと
感じることがある。｣，脱人格化が「こまごまと気
配りすることが面倒に感じることがある。｣，個人
的達成感が「仕事を終えて，今日は気持ちのよい日
だったと思うことがある。」であった。項目文を最
近 6ヶ月位の間でどの程度経験したかで尋ねた。調
査対象者には⑴ない，⑵まれにある，⑶時々ある，
⑷しばしばある，⑸いつもあるの 5件法で回答を求
めた。
アレキシサイミア　後藤他（1999）のGotow Alexithymia 

Questionnaireを使用した。この尺度は全16項目で，
体感・感情の認識言語化不全と空想・内省不全の 2

因子から構成される。因子ごとに項目得点をまとめ，
その平均値を算出し，それぞれを体感・感情の認識
言語化不全と空想・内省不全とした。項目例は体
感・感情の認識言語化不全が「自分の気持ちがいま
どうなのかわからなくてとまどうことが多い。｣，空
想・内省不全が「あるできごとがなぜ起こったのか
をわざわざ考えようとは思わない。」であった。項

目文がどの程度あてはまるのかを尋ねた。調査対象
者には⑴まったくあてはならない，⑵あてはまらな
い，⑶あまりあてはまらない，⑷どちらともいえな
い，⑸すこしあてはまる，⑹あてはまる，⑺まった
くあてはまるの 7件法で回答を求めた。
セルフ・コンパッション　有光他（2016）のセル
フ・コンパッション尺度日本語版の12項目短縮版を
使用した。この尺度は全12項目であった。有光他
（2016）に基づいて，自己批判，孤独感，過剰同一
化の項目を逆転処理した。この逆転処理項目得点と
その他の項目得点の平均をセルフ・コンパッション
尺度得点とした。項目例は「苦労を経験していると
き，必要とする程度に自分自身をいたわり，やさし
くする。」であった。項目文の場面についてどの程
度の頻度でそうするか尋ねた。調査対象者には⑴ほ
とんど全くそうしない，⑵あまりそうしない，⑶ど
ちらともいえない，⑷少しそうする，⑸ほとんどい
つもそうするの 5件法で回答を求めた。
悪夢への態度　児玉（2000）の夢への態度尺度を使
用した。この尺度は全18項目，｢夢の意義と有効利
用」｢夢の価値」｢夢から受ける影響」の 3因子モデ
ルであった。因子ごとに項目得点をまとめ，それぞ
れの平均値を夢の意義と有効利用，夢の価値そして
夢から受ける影響とした。また全項目得点の平均を
夢への態度尺度得点とした。鶴田・黒木（2018）を
参照し，｢悪い夢に対するあなたの態度について回答
してください。」と教示した。項目例は夢の意義と
有効利用が「夢を理解することにより，その人の生
活をより良くすることができると思う｣，夢の価値が
「夢はとても大切なものだと思う｣，夢から受ける
影響が「見た夢が仕事や勉強に影響する」であった。
調査対象者には⑴全くあてはまらない，⑵あまりあ
てはまらない，⑶どちらとも言えない，⑷ややあて
はまる，⑸非常にあてはまるの 5件法で回答を求め
た。

結　　　果

使用尺度の信頼性係数
信頼性係数（α係数）は，セルフ・コンパッショ
ン（α＝ .85)，体感・感情の認識言語化不全（α
＝.68)，夢の意義と有効利用（α＝.71)，夢の価値
（α＝.85)，夢から受ける影響（α＝.74)，情緒的消
耗感（α＝.77)，脱人格化（α＝.83)，個人的達成
感の後退（α＝.80）においておおむね妥当な水準で
あった。一方，空想・内省不全（α＝.23）は信頼性
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が低く，このことを留意して解釈を行う必要がある。 

次に，各尺度に含まれる項目の平均値を変数とした。 

そして，主要変数の記述統計量を算出した。その結 

果をTめlelに示す。 

変数間の相関関係 

各変数間の相関関係をTめlelに示す。「セルフ・コ 

ンパッション」は「体感・感情の認識言語化不全」 

「夢から受ける影響」「情緒的消耗感」「脱人格化」と 

-.34から-.22 い＜.01）と有意な中程度の負の相関が 

見られた。「体感・感情の認識言語化不全」は「セル 

フ・コンパッション」と-.32 い<.01）と有意な中程 

度の負の相関，「夢から受ける影響」と．26 い＜.01) 

と有意な中程度の正の相関が見られた。「夢の意義と 

有効利用」と「夢の価値」は「情緒的消耗感」「脱 

人格化」と．14から．15 い<.10）と弱い正の相関が有 

意傾向で見られた。「夢から受ける影響」は「情緒 

的消耗感」と有意傾向の正の関連性（r=.14,p <.10), 

「脱人格化」と有意な正の関連性（r=.16, p <.05), 

「個人的達成感の後退」と有意な負の相関（r=-.19,p 

<.05）が見られた。 

媒介モデルの検討 

Figure lに示すモデルを基に，共分散構造分析を 

行った。共分散構造分析はAmosを使用した。分析 

はモデル内の全ての変数間にパスを仮定した。ま 

た，説明変数間，媒介変数間，目的変数間にそれぞ 

れ誤差共分散を仮定した。その分析の結果，有意で 

はなかったパスを削除し，再度分析を実行した。そ 

してモデル内のパスが全て有意となるまで分析を繰 

り返した。分析を繰り返した後の最終的なモデルは 

Figure 2であった。本モデルの適合度指標は，GFJ 

=.97, AGFJ=.94, RMSEA =.00であり，十分な適合 

であった。 

Table l 各変数の基礎統計量と信頼係数および変数間の相関係数 

3 4 5 6 7 8 

1 セルフ・コンパッション 

2 体感・感情の認識言語化不全 

3 空想・内省の不全 

4 夢の意義と有効利用 

5 夢の価値 

6 夢から受ける影響 

7 情緒的消耗感 

8 脱人格化 

9 個人的達成感の後退 

2.74 

3.80 

3.32 

3.49 

3.65 

2.74 

3.03 

2.12 

3.29 

76 

98 

68 

72 

87 

88 

95 

87 

87 

85 

68 

23 

71 

85 

74 

77 

83 

80 

ー.32 ** 

-.06 .00 

-.04 .13 -.02 

-.10 .11 -.09 .67 ** 

-.22 ** .26 ** -.13 .49 ** .52 ** 

ー.34 ** .06 -.03 .14 + .15 + 

ー.25 ** .10 .02 .15 + .15 + 

-.06 .02 -.17 * ー.08 -.04 

14 

16 

ー. 19 

68 ** 

28 ** .39 ** 

ap <.01, *p (.Ol, p (.OS, + p( .10 

セルフ・コンパッション 

体感・感情の認識言語化不全 

空想・内省不全 

-.31 

、、 一一～ - . 20 

、'Nc

. 13 

、、繊 16 

> 情緒的消耗感 

～一一一、、一・一～.～→ 

夢から堂ける影響 
,

-. 20 

脱人格化 

、

、、3 
個人的達成感の後退 

Figure 2 バーンアウトの抑制要因に関するパス解析結果 

注）実線は正の関連、点線は負の関連を示す。誤差共分散は図示していない。パス係数はすべて有意である。 
夢の意義と有効利用及び夢の価値に関するパス係数は非有意であったため，図示していない。 

「セルフ・コンパッション」 から 「夢から受ける 

影響」に有意な負のパス（β=-.13, p <.07）が見 

出された。そして「体感・感情の認識言語化不全」 

からも「夢から受ける影響」に有意な正のパス（β 

= .16, p < .02）が見出された。また「夢から受ける 

影響」からは「個人的達成感の後退」に有意な負の 
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が低く，このことを留意して解釈を行う必要がある。
次に，各尺度に含まれる項目の平均値を変数とした。
そして，主要変数の記述統計量を算出した。その結
果をTable 1に示す。

変数間の相関関係
各変数間の相関関係をTable 1に示す。｢セルフ・コ
ンパッション」は「体感・感情の認識言語化不全」
｢夢から受ける影響」｢情緒的消耗感」｢脱人格化」と
-.34から-.22（p < .01）と有意な中程度の負の相関が
見られた。｢体感・感情の認識言語化不全」は「セル
フ・コンパッション」と-.32（p < .01）と有意な中程
度の負の相関，｢夢から受ける影響」と.26（p < .01）
と有意な中程度の正の相関が見られた。｢夢の意義と
有効利用」と「夢の価値」は「情緒的消耗感」｢脱
人格化」と.14から.15（p < .10）と弱い正の相関が有
意傾向で見られた。｢夢から受ける影響」は「情緒

的消耗感」と有意傾向の正の関連性（r＝.14, p < .10)，
｢脱人格化」と有意な正の関連性（r＝.16，p < .05)，
｢個人的達成感の後退」と有意な負の相関（r＝-.19, p 

< .05）が見られた。

媒介モデルの検討
Figure 1に示すモデルを基に，共分散構造分析を
行った。共分散構造分析はAmosを使用した。分析
はモデル内の全ての変数間にパスを仮定した。ま
た，説明変数間，媒介変数間，目的変数間にそれぞ
れ誤差共分散を仮定した。その分析の結果，有意で
はなかったパスを削除し，再度分析を実行した。そ
してモデル内のパスが全て有意となるまで分析を繰
り返した。分析を繰り返した後の最終的なモデルは
Figure 2であった。本モデルの適合度指標は，GFI

＝.97，AGFI＝.94，RMSEA＝.00であり，十分な適合
であった。

「セルフ・コンパッション」から「夢から受ける
影響」に有意な負のパス（β＝-.13，p < .07）が見
出された。そして「体感・感情の認識言語化不全」

からも「夢から受ける影響」に有意な正のパス（β
＝.16，p < .02）が見出された。また「夢から受ける
影響」からは「個人的達成感の後退」に有意な負の

Figure 2　バーンアウトの抑制要因に関するパス解析結果
注）実線は正の関連、点線は負の関連を示す。誤差共分散は図示していない。パス係数はすべて有意である。

夢の意義と有効利用及び夢の価値に関するパス係数は非有意であったため，図示していない。

Table 1　各変数の基礎統計量と信頼係数および変数間の相関係数
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パス（fl =-.26, p<.001）が見出された。 

以上から，仮説1「セルフ・コンパッション傾向 

が『夢の意義と有効利用』を促進，『夢の価値』『夢 

から受ける影響』を抑制し，それらを介してバーン 

アウト傾向を抑制させるだろう。」，仮説2「アレ 

キシサイミア傾向が『夢の意義と有効利用』を抑制 

し，『夢から受ける影響』を促進させ，それらを介 

してバーンアウト傾向を促進させるだろう。ただ 

し，空想内省不全は『夢の価値』を抑制し，それを 

介してバーンアウト傾向を抑制する可能性もあるだ 

ろう。」は支持されなかった。結果よりセルフ・コ 

ンパッションは夢から受ける影響の低さを介して個 

人的達成感の後退を促進させ，アレキシサイミア傾 

向（体感・感情の認識言語化不全）は夢から受ける 

影響の高さを介して個人的達成感の後退を抑制させ 

ることが示唆された。また，セルフ・コンパッショ 

ンは直接的に情緒的消耗感および脱人格化を抑制し， 

空想・内省不全は直接的に個人的達成感の後退を抑 

制することが示唆された。 

考 察 

本研究はバーンアウトの促進・抑制要因のモデル 

を立て，検証することが目的であった。本研究では 

アルバイト経験のある大学生を対象としたw山調査 

によって検討を行った。共分散構造分析によって変 

数間の関連を検討したところ，最終的にFigure 2の 

モデルが得られた。本研究の結果よりセルフ・コン 

パッションは悪夢から受ける影響の低さを介して個 

人的達成感を低め，アレキシサイミア（体感・感情 

の認識言語化不全）は悪夢から受ける影響の低さを 

介して個人的達成感を高める可能性が示唆された。 

また，情緒的消耗感および脱人格化に対するセル 

フ・コンパッションの負の直接効果，ならびに，個 

人的達成感の後退に対する空想・内省不全の負の直 

接効果も認められた。 

セルフ・コンパッション傾向とバーンアウト傾向と 

の関連 

セルフ・コンパッションは夢から受ける影響と有 

意な負の相関を示した。セルフ・コンパッション 

の低い人は困難な出来事に過度に囚われ悪影響を受 

け続け過剰にネガティプ感情が高まるとされている 

(Ne比2009)。よってセルフ・コンパッションの高 

さが悪夢といったネガティプな出来事から過剰に影 

響を受けないように作用すると考えられる。対し 

て，セルフ・コンパッションは夢の意義や有効利用 

および夢の価値と有意な相関を示さなかった。児玉 

(2000）では夢の意義や有効利用および夢の価値の 

得点の高さは神経質や思考的内向，のんきさ，劣等 

感などの高さと関連があった。これらの特性はさま 

ざまな刺激に対して過敏な傾向がある。しかしなが 

らセルフ・コンパッションは刺激に対して，過敏 

にも鈍感にもならず中立を保つことを目指すため 

(Ne比 2009)，夢の意義や有効利用および夢の価値 

と相関が見られなかったと考えられる。 

セルフ・コンパッションはバーンアウトの下位尺 

度である情緒的消耗感と脱人格化と直接的な負の関 

連を示した。情緒的消耗感は仕事を通じた情緒の出 

し尽くしや消耗といったストレスの自覚症状，脱人 

格化は情緒的資源の枯渇によるクライエントへの思 

いやりのない行動傾向である（久保，2007)。このこ 

とから，セルフ・コンパッションは情緒的な資源の 

枯渇に直接的な影響を及ぼすことが示唆される。セ 

ルフ・コンパッションはバーンアウトの全ての下位 

尺度と直接的な負の相関があることが示されている 

（水野他，2021)。本研究では個人的達成感の後退と 

は直接的な相関が見られず，夢から受ける影響を介 

してのみ有意な関連が見られた。このことから，セ 

ルフ・コンパッションと個人的達成感の後退との間 

にはその関連を説明する変数がある可能性が示唆さ 

れた。本研究では夢から受ける影響が媒介変数で 

あったことから，この媒介変数はネガティプな感情 

を伴う体験へのとらわれによる思考や言動の不安定 

さに関するものではないかと推察される。 

一方で夢への態度を介したセルフ・コンパッショ 

ンと情緒的消耗感や脱人格化との有意な関連は見ら 

れなかった。このことからもセルフ・コンパッショ 

ンの情緒的枯渇や脱人格化への直接的な影響が示唆 

される。また夢への態度を介さなかったことからは， 

ネガティプな感情を伴う悪夢体験への関心やそこか 

ら受ける影響は情緒的枯渇や脱人格化に影響しない 

ことが考えられる。 

本研究では，セルフ・コンパッションが夢から受 

ける影響の低さを介して個人的達成感の後退を促 

進する可能性が示唆された。つまり，セルフ・コン 

パッションの高い人ほど悪夢というネガティプな感 

情体験からの影響を抑制し，個人的達成感が低まる 

ことが示唆される。これは，本研究の予測と異なり， 

夢から受ける影響が個人的達成感の後退を抑制して 

いたことによる。以上より，夢の中で例えば仕事に 

関するネガティプな感情を体験することが個人的達 
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パス（β＝-.26，p < .001）が見出された。
以上から，仮説 1「セルフ・コンパッション傾向
が『夢の意義と有効利用』を促進，『夢の価値』『夢
から受ける影響』を抑制し，それらを介してバーン
アウト傾向を抑制させるだろう。｣，仮説 2「アレ
キシサイミア傾向が『夢の意義と有効利用』を抑制
し，『夢から受ける影響』を促進させ，それらを介
してバーンアウト傾向を促進させるだろう。ただ
し，空想内省不全は『夢の価値』を抑制し，それを
介してバーンアウト傾向を抑制する可能性もあるだ
ろう。」は支持されなかった。結果よりセルフ・コ
ンパッションは夢から受ける影響の低さを介して個
人的達成感の後退を促進させ，アレキシサイミア傾
向（体感・感情の認識言語化不全）は夢から受ける
影響の高さを介して個人的達成感の後退を抑制させ
ることが示唆された。また，セルフ・コンパッショ
ンは直接的に情緒的消耗感および脱人格化を抑制し，
空想・内省不全は直接的に個人的達成感の後退を抑
制することが示唆された。

考　　　察

本研究はバーンアウトの促進・抑制要因のモデル
を立て，検証することが目的であった。本研究では
アルバイト経験のある大学生を対象としたWeb調査
によって検討を行った。共分散構造分析によって変
数間の関連を検討したところ，最終的にFigure 2の
モデルが得られた。本研究の結果よりセルフ・コン
パッションは悪夢から受ける影響の低さを介して個
人的達成感を低め，アレキシサイミア（体感・感情
の認識言語化不全）は悪夢から受ける影響の低さを
介して個人的達成感を高める可能性が示唆された。
また，情緒的消耗感および脱人格化に対するセル
フ・コンパッションの負の直接効果，ならびに，個
人的達成感の後退に対する空想・内省不全の負の直
接効果も認められた。

セルフ・コンパッション傾向とバーンアウト傾向と
の関連
セルフ・コンパッションは夢から受ける影響と有
意な負の相関を示した。セルフ・コンパッション
の低い人は困難な出来事に過度に囚われ悪影響を受
け続け過剰にネガティブ感情が高まるとされている
（Neff, 2009)。よってセルフ・コンパッションの高
さが悪夢といったネガティブな出来事から過剰に影
響を受けないように作用すると考えられる。対し

て，セルフ・コンパッションは夢の意義や有効利用
および夢の価値と有意な相関を示さなかった。児玉
（2000）では夢の意義や有効利用および夢の価値の
得点の高さは神経質や思考的内向，のんきさ，劣等
感などの高さと関連があった。これらの特性はさま
ざまな刺激に対して過敏な傾向がある。しかしなが
らセルフ・コンパッションは刺激に対して，過敏
にも鈍感にもならず中立を保つことを目指すため
（Neff，2009)，夢の意義や有効利用および夢の価値
と相関が見られなかったと考えられる。
セルフ・コンパッションはバーンアウトの下位尺
度である情緒的消耗感と脱人格化と直接的な負の関
連を示した。情緒的消耗感は仕事を通じた情緒の出
し尽くしや消耗といったストレスの自覚症状，脱人
格化は情緒的資源の枯渇によるクライエントへの思
いやりのない行動傾向である（久保，2007)。このこ
とから，セルフ・コンパッションは情緒的な資源の
枯渇に直接的な影響を及ぼすことが示唆される。セ
ルフ・コンパッションはバーンアウトの全ての下位
尺度と直接的な負の相関があることが示されている
（水野他，2021)。本研究では個人的達成感の後退と
は直接的な相関が見られず，夢から受ける影響を介
してのみ有意な関連が見られた。このことから，セ
ルフ・コンパッションと個人的達成感の後退との間
にはその関連を説明する変数がある可能性が示唆さ
れた。本研究では夢から受ける影響が媒介変数で
あったことから，この媒介変数はネガティブな感情
を伴う体験へのとらわれによる思考や言動の不安定
さに関するものではないかと推察される。
一方で夢への態度を介したセルフ・コンパッショ
ンと情緒的消耗感や脱人格化との有意な関連は見ら
れなかった。このことからもセルフ・コンパッショ
ンの情緒的枯渇や脱人格化への直接的な影響が示唆
される。また夢への態度を介さなかったことからは，
ネガティブな感情を伴う悪夢体験への関心やそこか
ら受ける影響は情緒的枯渇や脱人格化に影響しない
ことが考えられる。
本研究では，セルフ・コンパッションが夢から受
ける影響の低さを介して個人的達成感の後退を促
進する可能性が示唆された。つまり，セルフ・コン
パッションの高い人ほど悪夢というネガティブな感
情体験からの影響を抑制し，個人的達成感が低まる
ことが示唆される。これは，本研究の予測と異なり，
夢から受ける影響が個人的達成感の後退を抑制して
いたことによる。以上より，夢の中で例えば仕事に
関するネガティブな感情を体験することが個人的達
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成感を高めているが，セルフ・コンパッションの現 

実をあるがままに受け入れる傾向によって，その夢 

見体験が個人的達成感に及ぼす正の影響が阻害され 

ていることが考えられる。バーンアウトの対概念で 

あるワーク・エンゲイジメントは仕事に関する充実 

した心理状態であり，その下位概念に仕事への没頭 

がある（島津，2010)。このことから，夢の中でも仕 

事をするという仕事への没頭によって，個人的達成 

感という仕事への有能感が高まっていることが考え 

られる。しかしながら，過度な没頭はワーカホリッ 

クのような不適応状態に進行する可能性が考えられ 

る。また，相関分析では，夢から受ける影響は情緒 

的消耗感や脱人格化と正の相関があった。以上の夢 

から受ける影響の没入感およびバーンアウトの下位 

因子との関連性から，夢から受ける影響が個人的達 

成感を高めることが適切な方法とは言い難いだろう。 

セルフ・コンパッションと個人的達成感は正の 

関連があるとされているが（今北他，2018；水野他， 

2021)，本研究では直接的な関連は見受けられず，夢 

から受ける影響を介すことで個人的達成感と負の関 

連を示すという先行研究とは逆の結果が得られた。 

セルフ・コンパッションと情緒的消耗感および脱人 

格化においては先行研究と同様の直接的な負の関連 

が観測された。よって，セルフ・コンパッションが 

個人的達成感にどのような影響を及ぼすかについて 

は不明瞭な点があり，更なる検討の必要性が本研究 

の結果から示唆されたと言えるだろう。 

アレキシサイミア傾向とバーンアウト傾向の関連 

アレキシサイミアの下位尺度である体感・感情の 

認識言語化不全は夢から受ける影響と有意な正の相 

関を示した。アレキシサイミア傾向を示す者は感情 

処理における不快感情を喚起する程度が低い（馬場 

他，2003)。以上のことから，アレキシサイミア傾向 

によって不快な感情を感知することが阻害され対応 

がなされず，悪夢から受ける影響が高まったと考え 

られる。空想・内省不全は夢への態度の全ての下位 

尺度と関連がなかったことから，自己の感情を内省 

的に分析し空想する能力は夢への態度と関連がない 

と推察される。また空想・内省不全が高いと夢見体 

験自体が少なく（後藤・小玉，2000)，このような想 

起頻度の低さが夢への態度との関連に影響を及ぼし 

たのではないかと考えられる。 

一方で体感・感情の認識言語化不全はバーンアウ 

トの全ての下位尺度と直接的な関連が見られなかっ 

たが，空想・内省不全は個人的達成感の後退に直接 

的な負の関連が見られた。このことから体感や感情 

の同定や言語化する能力はバーンアウトに直接的な 

関連はなく，自己の感情を内省的に分析し空想する 

能力は個人的達成感の後退に直接的な影響を及ぼす 

可能性が考えられる。空想・内省不全と個人的達成 

感の後退以外に直接的な関連が見られなかった理由 

としては，先行研究でアレキシサイミア傾向がバー 

ンアウトの促進要因である感情の不協和を促進する 

ことから（関谷・湯川，2006)，アレキシサイミア傾 

向によってバーンアウトに陥るのではなく，バーン 

アウトになりやすい状態に陥る可能性が考えられる。 

また個人的達成感の後退は職務に関する有能感であ 

り，他のバーンアウト下位因子とは独立した因子で 

あることが指摘されているため（久保・田尾，1992), 

空想・内省不全と直接的な関連が見られた可能性が 

挙げられる。空想・内省不全はさまざまな事柄にお 

ける想像性に関する能力であるため，職務を遂行す 

る能力に関連すると考えられる。一方で，体感・感 

情の認識言語化不全は自分の体感や感情を知覚する 

能力であるため職務遂行にあまり関係がなく，個人 

的達成感の後退と関連が見られなかったのではない 

かと予想される。 

しかしながら，体感・感情の認識言語化不全は夢 

からの影響の高さを介して，個人的達成感の後退に 

間接的に負の関連を示すことが示唆された。つまり 

体感や感情を同定や言語化することで，悪夢といっ 

たネガティプな感情体験からの影響が減少するが， 

そのことがかえって個人的達成感を後退させること 

が示唆された。感情を言語化して開示することで 

バーンアウトの主要因である感情の不協和が低減す 

ることから（関谷・湯川，2009)，感情を言語化する 

ことで感情の均衡が保たれるが，夢から影響を受け 

にくくなることで，夢の中でも仕事をする没入感な 

ど仕事に関する有能感が保持されなくなるのではな 

いかと考えられる。 

アレキシサイミアの下位尺度全てが夢の意義と有 

効利用および夢の価値と直接的な関連が見られな 

かった。このことからアレキシサイミアは悪夢への 

関心やその価値を見出すことには影響を及ぼさない 

ことが考えられる。さまざまな刺激への積極的な知 

覚が夢の意義と有効利用および夢の価値に関連する 

ことから（児玉，2000)，アレキシサイミア傾向が 

ある者は悪夢に対して関心をもちづらく，関連がな 

かったと推察される。 
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成感を高めているが，セルフ・コンパッションの現
実をあるがままに受け入れる傾向によって，その夢
見体験が個人的達成感に及ぼす正の影響が阻害され
ていることが考えられる。バーンアウトの対概念で
あるワーク・エンゲイジメントは仕事に関する充実
した心理状態であり，その下位概念に仕事への没頭
がある（島津，2010)。このことから，夢の中でも仕
事をするという仕事への没頭によって，個人的達成
感という仕事への有能感が高まっていることが考え
られる。しかしながら，過度な没頭はワーカホリッ
クのような不適応状態に進行する可能性が考えられ
る。また，相関分析では，夢から受ける影響は情緒
的消耗感や脱人格化と正の相関があった。以上の夢
から受ける影響の没入感およびバーンアウトの下位
因子との関連性から，夢から受ける影響が個人的達
成感を高めることが適切な方法とは言い難いだろう。
セルフ・コンパッションと個人的達成感は正の
関連があるとされているが（今北他，2018; 水野他，
2021)，本研究では直接的な関連は見受けられず，夢
から受ける影響を介すことで個人的達成感と負の関
連を示すという先行研究とは逆の結果が得られた。
セルフ・コンパッションと情緒的消耗感および脱人
格化においては先行研究と同様の直接的な負の関連
が観測された。よって，セルフ・コンパッションが
個人的達成感にどのような影響を及ぼすかについて
は不明瞭な点があり，更なる検討の必要性が本研究
の結果から示唆されたと言えるだろう。

アレキシサイミア傾向とバーンアウト傾向の関連
アレキシサイミアの下位尺度である体感・感情の
認識言語化不全は夢から受ける影響と有意な正の相
関を示した。アレキシサイミア傾向を示す者は感情
処理における不快感情を喚起する程度が低い（馬場
他，2003)。以上のことから，アレキシサイミア傾向
によって不快な感情を感知することが阻害され対応
がなされず，悪夢から受ける影響が高まったと考え
られる。空想・内省不全は夢への態度の全ての下位
尺度と関連がなかったことから，自己の感情を内省
的に分析し空想する能力は夢への態度と関連がない
と推察される。また空想・内省不全が高いと夢見体
験自体が少なく（後藤・小玉，2000)，このような想
起頻度の低さが夢への態度との関連に影響を及ぼし
たのではないかと考えられる。
一方で体感・感情の認識言語化不全はバーンアウ
トの全ての下位尺度と直接的な関連が見られなかっ
たが，空想・内省不全は個人的達成感の後退に直接

的な負の関連が見られた。このことから体感や感情
の同定や言語化する能力はバーンアウトに直接的な
関連はなく，自己の感情を内省的に分析し空想する
能力は個人的達成感の後退に直接的な影響を及ぼす
可能性が考えられる。空想・内省不全と個人的達成
感の後退以外に直接的な関連が見られなかった理由
としては，先行研究でアレキシサイミア傾向がバー
ンアウトの促進要因である感情の不協和を促進する
ことから（関谷・湯川，2006)，アレキシサイミア傾
向によってバーンアウトに陥るのではなく，バーン
アウトになりやすい状態に陥る可能性が考えられる。
また個人的達成感の後退は職務に関する有能感であ
り，他のバーンアウト下位因子とは独立した因子で
あることが指摘されているため（久保・田尾，1992)，
空想・内省不全と直接的な関連が見られた可能性が
挙げられる。空想・内省不全はさまざまな事柄にお
ける想像性に関する能力であるため，職務を遂行す
る能力に関連すると考えられる。一方で，体感・感
情の認識言語化不全は自分の体感や感情を知覚する
能力であるため職務遂行にあまり関係がなく，個人
的達成感の後退と関連が見られなかったのではない
かと予想される。
しかしながら，体感・感情の認識言語化不全は夢
からの影響の高さを介して，個人的達成感の後退に
間接的に負の関連を示すことが示唆された。つまり
体感や感情を同定や言語化することで，悪夢といっ
たネガティブな感情体験からの影響が減少するが，
そのことがかえって個人的達成感を後退させること
が示唆された。感情を言語化して開示することで
バーンアウトの主要因である感情の不協和が低減す
ることから（関谷・湯川，2009)，感情を言語化する
ことで感情の均衡が保たれるが，夢から影響を受け
にくくなることで，夢の中でも仕事をする没入感な
ど仕事に関する有能感が保持されなくなるのではな
いかと考えられる。
アレキシサイミアの下位尺度全てが夢の意義と有
効利用および夢の価値と直接的な関連が見られな
かった。このことからアレキシサイミアは悪夢への
関心やその価値を見出すことには影響を及ぼさない
ことが考えられる。さまざまな刺激への積極的な知
覚が夢の意義と有効利用および夢の価値に関連する
ことから（児玉，2000)，アレキシサイミア傾向が
ある者は悪夢に対して関心をもちづらく，関連がな
かったと推察される。
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本研究の限界と今後の展望 

最後に本研究の限界点として考えられるものを3 

点述べる。第一として，本研究は質問紙調査である 

ため，セルフ・コンパッションとアレキシサイミア， 

夢への態度，バーンアウトの因果関係について結論 

づけることはできない。今後，セルフ・コンパッ 

ションやアレキシサイミアおよび夢への態度がバー 

ンアウトの予防に役立つのかについて実験法や縦断 

研究法を用いて検討する必要があるだろう。 

第二に，夢への態度尺度の妥当性である。夢想起 

頻度は週に1・2回と回答する人が最も多い（岡田， 

2000；鈴木・松田，2012)。本研究のパス解析で夢へ 

の態度の下位尺度である夢の意義と有効利用および 

夢の価値に関連が見られなかったのは，参加者の夢 

想起頻度の低さによる影響が考えられる。同じく夢 

への態度の下位尺度の夢から受ける影響は他の下位 

尺度と比較して，夢想起が低くても回答しやすかっ 

たため，有意な関連が示された可能性が推察される。 

今後の検討では夢の想起頻度も合わせて測定すると 

ともに，夢の想起頻度が低い参加者もより回答しや 

すい尺度の作成が必要であろう。 

第三に，本研究が対象とする労働は学生のアルバ 

イトであったため，本研究の知見が対人援助職にお 

ける労働に応用できるかは懸念が残る。本研究の参 

加者であった学生のアルバイトは社会人の労働と比 

較して勤務時間や頻度が少ない。よって今後対人援 

助職従事者を対象に検討を行う必要があるだろう。 
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第二に，夢への態度尺度の妥当性である。夢想起
頻度は週に 1・ 2回と回答する人が最も多い（岡田, 
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の態度の下位尺度である夢の意義と有効利用および
夢の価値に関連が見られなかったのは，参加者の夢
想起頻度の低さによる影響が考えられる。同じく夢
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たため，有意な関連が示された可能性が推察される。
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第三に，本研究が対象とする労働は学生のアルバ
イトであったため，本研究の知見が対人援助職にお
ける労働に応用できるかは懸念が残る。本研究の参
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